
令和元年度 外部評価委員会（要旨）

場所 土岐市役所 3階 大会議室３Ｂ

日時 令和元年 6月 28日（金） 13時 30分から 15時 00分

委員 昇秀樹委員、白石文伸委員、土本末一委員、舘林慶二委員、足立優太委員

事務局 下原総務部長、林企画財政課長、柳河瀬企画財政課主幹、林企画財政課課長

補佐、鈴木企画財政課企画統計係長、加藤企画財政課企画統計係主査

● 個別事業に対する意見について

◎ 市営住宅適正化管理事業について

住環境がとても悪いところもある。家賃補助をする等して、事業を早く進め

ると良い。

移転については、個々の事情に合わせて粘り強い説得と、柔軟な対応が必要。

耐震基準を満たしていない住宅に関して。

移転に 3年以上かかってしまうような場合は、簡易的にでも耐震措置を。
災害で倒壊して死者が出てしまっては市の施策として問題。

万が一に備えて、顧問弁護士にも対応の相談を。

市営住宅の新たな需要が出てくる可能性について。

全国的に団塊ジュニア世代で、正職に就けず、親と同居している人が多い。

親が亡くなり、住むところがなくなる貧困者が今後たくさん出てくる可能性

がある。

民間空き家の活用、生活貧困者自立支援での就労支援、最終手段として生活

保護も考えられるが、それでは十分に対応できない可能性がある。

まずは福祉課と連携するなど、土岐市での該当者数を把握する努力を。それ

から、市営住宅なのか家賃補助なのか、個別対応できるのか制度をつくるの

か、その準備をしていくと良い。

◎ 観光拠点施設運営事業について

土岐市を観光するときに、一番行って欲しい場所に拠点があると良い。

行かせたいところに焦点を絞って、明白な目標をもって観光事業に取り組む

べき。

商工会議所では、柿野地区を盛り上げて宿泊してもらう、「お金の落ちる観

光」、「産業として成り立つ観光」に取り組んでいる。

柿野温泉は泉質が東海で１番らしい。ＰＲを。有名人を呼んで、温泉に入っ



てもらって言葉を引き出し、キャッチコピーにするというようなことを他自

治体ではよくやる。

工場誘致より人材誘致。工場誘致より費用がかからず、街のブランドイメー

ジアップに良い。京都、金沢、鎌倉などが有名作家を呼んでいる。

目的地になり得るような観光の拠点が必要。

例えばおりべの里公園あたりに彫刻等を集約するなど。

美濃焼は、外部の人から見たら東濃の陶器。東濃３市ばらばらに取り組むよ

り連携して売り出した方がインパクトは強いのでは。

陶器と食べ物等、産業を超えて連携して観光に取り組んでほしい。

観光バスのルートに入れてもらえると良い。

→市から頼むのは費用の関係等でいろいろ難しいのでは？

→以前は観光バスのルートにアウトレットが入っていたが、最近なかなか見

かけない。

アウトレット客がついでに観光できるように、月一度福祉バス等で土岐市の

観光地を廻っては。

できれば毎週くらい、テラスゲートで頻繁にイベントを開催すると良い。

→地元の有志でクラフトショップをやっている。行政だけでなくそういう方

も一緒にやっていければ良いと考えている。

フリーマーケットを開催するのも良いのでは。

子供向けのイベントは、親も祖父母も一緒に来るため集客に繋がる。ボラン

ティアでミニＳＬをやっている団体がある。活用を。

観光の捉え方について。

欧米では「ビジターズインダストリー」と言い、観光客だけではなくビジネ

ス、スポーツ、学会等、目的を問わず、訪れる人すべてを対象とする。

狭い意味の観光よりも、ビジターとして考えた方が合理的で分かりやすく、

戦略も立てやすい。



評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント

特定不妊治療費助成事業 保健センター 有効である 有効である もっとＰＲをしてください。
継続的実施
が必要

有効である
少子化対策として有効になると考えられ
るため。

継続的実施
が必要

健康づくり事業 保健センター
継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

もっと違った角度からのアプローチも必要。（例）
全市民体操の日を設定して広報で流す。各地の
運動会の応援

継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

目的から考えられる結果が良く出ている
と思います。　内容と実施回数が毎年変
更されるのかどうか？

継続的実施
が必要

事業内容で自殺者予防とあるが、市として自殺
者は全国、県と比べて人数等はどうか。啓発し
て効果はあったのか。年齢区分にして多い年齢
層に力を集中すべきでは。

食生活改善推進員育成事業 保健センター
継続的実施
が必要

手法の見直
しが必要

手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

需要があるということのため。
減少している委員の確保が必要だと思
います。

手法の見直
しが必要

食改の役員さんたちの努力で人数集めがされて
いる。毎回参加して感じるのは、参加者年齢層
が高い。30代～50代の参加者を募るには平日で
はなく土日開催が望まれるのでは。親子を増や
し、託児有で。夫婦も。

健康教育相談事業 保健センター
継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

有効である
今後とも必要であり、有効だと思いま
す。

手法の見直
しが必要

給食費（主食代）補助事業
子育て支援
課

継続的実施
が必要

有効である
手法の見直
しが必要

有効である
私立の補助金のあり方以外については
妥当であると思います。

有効である

ときっこ子育てハンドブック
市民協働制作事業

子育て支援
課

有効である 有効である 有効である 有効である
子育て支援に直接つながっているた
め、有効だと思います。

有効である

陶磁器
産業の
振興

美濃焼振興事業
美濃焼振興
室 高 低 有効である

手法の見直
しが必要

①窯業原料の枯渇対策
美濃焼四市のうち、土岐市の生産量は約60％。
土岐市こそが推進役となって進めてください。
②美濃焼付加価値の向上
セラテクノにて食器以外の美濃焼の可能性を研
究、開発する（新しいハイブリット窯に大きな可
能性あり）
国内外の有名デザイナー数名と契約して各メー
カーに送り込み、新しいデザインを開発させる
（商工会議所でもささやかに実施しています。情
報の共有を）
海外への販売に積極的なかかわりを（バイヤー
の招聘、積極的ＰＲ、世界各国での日本食文化
のＰＲ、ふるさと納税の積極的な展開　等）
③工業組合一本化への積極的関与
④美濃焼テーマパークの創設（織部の里公園の
活用）
2020年東京オリンピック年にインバウンド目標
4,000万人。観光事業との組合せで美濃焼の拡
販を。
⑤空家対策と重ねて窯業研修生（若年陶芸家、
デザイナー等）を土岐市へ誘い込む。

有効である 有効である 土岐市の活性化につなげて頂きたい。
手法の見直
しが必要

観光関連団体活動支援事業 産業振興課 有効である 有効である

※土岐市の観光客からアウトレットの客は除外
するべき（実態が見えない）
多少の有効性は認められるが、観光を土岐市産
業の１本の柱とするくらいの意志と意欲が感じら
れない。

有効である
恵那、可児などゆかりのある市
との連携も必要では。歴女に
ターゲットを絞る。

有効である
土岐市のＰＲにつながり、チャンスであ
るため、今後の活性化につなげて頂き
たい。

継続的実施
が必要

土岐市内各町で町おこしが盛んであるが、四季
を通し四季別の観光ルートを作成してはどうか。
春夏秋冬１１回づつのイベントでは、アウトレット
頼みになっているのでは。

観光拠点施設運営事業 産業振興課
手法の見直
しが必要

有効でない
手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

継続的に行ってほしいが、効果的に続
けていくことが大事だと思います。

手法の見直
しが必要

まちゆい内にろくろで陶器作成場所を設置。親
子で陶器にふれあえる身近な場所を。子どもた
ちが遊び感覚で土と触れ合える場所に。作れる
場所がほかにもあるが、アウトレット客を集客す
る手だてとして。

観光イベント助成事業 産業振興課
手法の見直
しが必要

有効である

多少は有効であるが、観光に関する根本姿勢が
見えない。
※インバウンド4,000万人の時代を迎えるにあ
たって、土岐市の観光産業とはなにか、そしてな
にをどうすべきかを明確にすべき時だと思いま
す。
※土岐市の観光事業を再度、専門家や旅館飲
食店、窯業関係者等を集めてどう推進していくべ
きか、10年計画を立案すべき。商工会議所にも
観光委員会あり。情報の共有を。

継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

地域活性化に必要だと思いますが、認
知度の低いイベントもあるため、ＰＲが
必要だと思います。

継続的実施
が必要

観光ＰＲ事業 産業振興課
継続的実施
が必要

手法の見直
しが必要

ほとんど効果をもたらしていない。
継続的実施
が必要

有効である
土岐市の認知度向上にむけてがんばっ
てください。

有効である

事前評価一覧表

基本目
標

施策 実施計画事業 担当課
市民意識調査 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E

支え合
い安心
できる
暮らし
づくり

健康の
増進

高 高

子育て
支援の
充実

高 高

満足 重要

環境と
調和し
たにぎ
わいづ
くり

観光の
振興

低 低



評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント

事前評価一覧表

基本目
標

施策 実施計画事業 担当課
市民意識調査 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E

満足 重要

スポーツの普及交流事業
文化スポー
ツ課

継続的実施
が必要

有効である
手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

事業費が高額である割に認知度が低い
と思います。　　イベント参加者の人数
を増やして頂きたいです。

手法の見直
しが必要

土岐市一周駅伝等、全町取組みは、広報等で
朝知らせることで各町何時頃通過する等、町民
の応援を促せばもう少し盛り上がるのでは。応
援者が参加者の家族等、実に少ない。

競技力向上に関する事業
文化スポー
ツ課

有効である 有効である 有効である 有効である 今後ともに継続的に行ってほしいです。
継続的実施
が必要

文化財保護活用事業
文化スポー
ツ課

継続的実施
が必要

有効である
もっと多くの郷土文化財を調査、発掘、ブラシュ
アップして観光の推進につなげる。

有効である
継続的実施
が必要

継続的実施が必要と思います。
手法の見直
しが必要

美濃陶磁歴史館及び史跡へ土岐市民が見学に
どれくらい行っているのか。場所の認知度が低
い。市の自慢の場所として市民が意識している
のか。
他市・他県の人は、見学し、良いところとの評価
有。幼児期から年１回は土に触れる機会を中学
卒業するまで行うことで、土岐市の美濃焼が定
着。現在は幼・小・中の１２年間で何回か。

文化芸術活動振興事業
文化スポー
ツ課

手法の見直
しが必要

有効である
継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

市民に対しての認知度の向上、優遇措
置が必要と思います。

継続的実施
が必要

市営住宅適正化管理事
業

生活環境課
継続的実施
が必要

有効である 有効である
継続的実施
が必要

安全を確保することが前提で、優先順
位を考えて取り組んでいただきたい。

継続的実施
が必要

木造住宅耐震関連事業 都市計画課
継続的実施
が必要

有効である 有効である 有効である 有効だと思います。
継続的実施
が必要

街路灯設置補助事業 生活環境課
手法の見直
しが必要

有効である 有効である 有効である 有効だと思います。
継続的実施
が必要

交通安全対策事業 生活環境課 有効である 有効である 有効である 有効である
社会問題化している交通安全に有効だ
と思います。

継続的実施
が必要

通学路の交通安全施設整備事業土木課
継続的実施
が必要

有効である 有効である 有効である 有効だと思います。
継続的実施
が必要

歩道橋老築のが進み、再点箇所が多いのでは。
県道だから、国道だからで、事故が起きてからで
は遅いのでは。また、歩道橋にスロープがなく、
自転車、ベビーカーが通れない歩道橋がある。
市以外で設置された物に関して無関心でいいの
か。

婚活イベント支援事業
まちづくり推
進課

手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

積極的な参画を希望します。（商工会議所が毎
年行っています。情報を共有してください）

継続的実施
が必要

有効である

少子化問題、人口流出問題の対策とし
て頑張っていただきたい。
認知度の向上に取り組んでいただきた
い。

手法の見直
しが必要

自分からでは申し込めない人が多いのでは。保
育園の市から入園許可申請を全戸配布するよう
に、20代～40代までの成人に参加申請書を配布
し、返送していただくことで集客数を増やしたら
土岐市独自で開催できるのでは。土岐市民を増
やす努力を！

空き家バンク活用事業
まちづくり推
進課

継続的実施
が必要

有効である もっと積極的に周知徹底をはかってください。
手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

認知度の向上、優先順位のあり方に取
り組んでいただきたい。

継続的実施
が必要

まちづくり活動団体支援事業
まちづくり推
進課

継続的実施
が必要

有効である
手法の見直
しが必要

継続的実施
が必要

認知度の向上を行って、広く対象団体を
集めて頂きたい。

継続的実施
が必要

定住促進奨励事業
まちづくり推
進課

継続的実施
が必要

有効である もっと積極的なＰＲを。
継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

可能な限り継続していただきたい。 有効である

まちづくり活動支援事業
まちづくり推
進課

有効である
継続的実施
が必要

有効である 有効である
市民、行政、各種団体の連携は大事な
ことであるため、継続していただきたい
です。

継続的実施
が必要

防犯対策事業 生活環境課
継続的実施
が必要

有効である 有効である 有効である
有効であるため、継続していただきたい
です。

継続的実施
が必要

消費者相談支援事業 生活環境課
継続的実施
が必要

継続的実施
が必要

積極的なＰＲを。 有効である 有効である
有効であるため、継続していただきたい
です。

有効である

豊かな
心と文
化を育
む人づ
くり

スポー
ツの振
興

高 低

文化・
芸術の
振興

高 低

安全で
快適な
暮らし
を支え
る基盤
づくり

住環
境・街
並みの
整備

低 低

交通安
全の推
進

高 高

協働の
仕組み
づくり

協働ま
ちづくり
の推進

低 低

防犯の
強化

低 高



令和元年度 第１回 外部評価委員会 次第 

日 時  令和元年６月２８日（金）

午後１時３０分から

場 所  土岐市役所３階大会議室３Ｂ

１． 開 会

２． あいさつ 

３． 外部評価委員会について 

４． 【評価事項】 

事業に関する評価について 

・市営住宅適正化管理事業 

・観光拠点施設運営事業 

・その他 

５． 閉 会

＜参考資料＞ ○第６次土岐市総合計画 概要版



土岐市外部評価委員 出席者（敬称略） 

名城大学 教授 昇 秀樹

土岐商工会議所 会頭 白石 文伸

土岐市連合自治会 副会長 土本 末一

土岐青年会議所 副理事長 足立 優太

土岐市社会福祉協議会 会長 舘林 慶二



企画財政課
主幹

企画財政課
課長補佐

企画財政課
企画統計係
長

企画財政課

昇　委員

白石委員

足立委員 館林委員

企画財政課長

外部評価委員会　座席表

土本委員

総務部長



第六次 土岐市総合計画【外部評価】

施策

事業

市営住宅適正化管理事業

事業費 6,100千円

実施内容
（平成３０年度）

公共施設等管理計画を活用し、維持管理する住宅に必要に
応じて修繕を実施。
廃止を進める必要のある住宅の入居者に移転を依頼し整理
を行った。
・老朽化住宅からの移転件数：３件完了
（西之洞・高山・古井）
・老朽市営住宅解体件数：３件完了
（古井市営住宅２棟・追沢市営住宅１棟）

事業担当課
による評価

現状のまま継続することが適当

適正ストック数を見定め、耐用年数を超過した木造平屋
建住宅の内入居者の少ない物件を優先的に用途廃止する
ことが必要である。

外部評価委員
による評価

有効である ２
継続的な実施が必要 ３

耐用年数の経過や著しい老朽化の見られる住宅に居住してい
る入居者に、民間賃貸住宅、他の市営住宅への移転を依頼し
て市営住宅の集約を進める。

特に昭和３０年代に建築した物件に居住する入居者に対して移
転を積極的に進め、入居者がいなくなった棟を解体・用途廃止
をする。
昭和４０年代に建築した物件についても、順次整理していく。

今後の事業内容（予定）

指標名 単位 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 達成 平成３７年度目標値

主
観

市民意識調査
『住環境・街並みの整備』の満足
度

％
－ 18.2 19.7

× 30.0
16.7 15.6 17.3

客
観人口 人

59,779 59,434 59,090
× 56,600

59,211 58,735 58,394

市民が安心・安全で快適に生活でき、将来にわたり住み続けたいと思うことができ
るよう、地域ごとの課題に対応した住環境整備を行い、良好な住宅・住環境の形成
を図ります。

住環境・街並みの整備
※数値上段：年度目標値／下段：実績値

資
料

２



H31.4.1現在

団地名 所在地
建設
年度

構造 床面積
(少数2位）

棟数 戸数 トイレ 入居戸数 空室数

1 南山 駄知町 S26 木平 34.65 1 1 くみ取り 1 0

2 柿添 駄知町 S30 簡平 34.65 1 3 くみ取り 1 2

S45 簡平 34.00 2 12 くみ取り

S46 簡二 39.50 1 6 くみ取り

S46 簡二 42.74 2 12 くみ取り

4 地京平 駄知町 S35 簡平 28.47 1 4 くみ取り 1 3

S43 簡平 31.47 3 20 水洗

S44 簡平 31.47 2 10 水洗

S47 簡二 42.74 8 48 水洗

S48 簡二 46.17 6 30 水洗

S49 簡二 50.88 3 24 水洗

7 丸石 泉町久尻 S31 簡平 34.65 2 10 水洗 3 7

8 次月 泉町定林寺 S35 簡平 28.47 2 8 くみ取り 3 5

9 五斗蒔 泉町久尻 S46 簡二 42.74 5 29 くみ取り 17 12

S41 簡平 31.47 4 24 水洗

S44 簡平 31.47 1 5 水洗

H10 耐火 56.46 1 2 水洗

H10 耐火 77.82 1 4 水洗

H11 耐火 66.88 1 4 水洗

H11 耐火 67.76 1 8 水洗

H11 耐火 60.30 1 4 水洗

H11 耐火 61.18 1 8 水洗

11 明楽寺 土岐津町高山 S34 簡平 28.47 2 10 水洗 3 7

12 高山 土岐津町高山 S35 簡平 28.47 1 4 水洗 0 4

S36 木平 29.72 2 3 水洗

S36 簡平 30.24 2 8 水洗

S38 木平 31.00 3 6 水洗

S38 簡平 31.00 2 8 水洗

S42 簡平 36.00 1 6 水洗

S42 簡平 31.47 8 39 水洗

15 西山 妻木町 S35 簡平 28.47 1 5 水洗 1 4

16 西陵 妻木町 S50 簡二 50.88 5 30 水洗 21 9

17 上肥田 肥田町肥田 S35 簡平 28.47 1 4 くみ取り 1 3

S45 簡平 36.52 5 30 くみ取り

S45 簡平 34.00 2 12 くみ取り

合計 85棟 441戸 268 168

住所
建設
年度

構造 床面積
(少数2位）

棟数 戸数 トイレ 入居戸数 空室数

土岐津町土岐口 H10 耐火
102.26
～
114.74

6 30 水洗 13 17

14

18

10

追沢団地
特定公共賃貸住宅※

団地名

12

土 岐 市 営 住 宅 一 覧

3

5

6

13

23

18

14

16

10

9

8

36

7

66

15

29

28

16

21

若宮

古井

第二旭ヶ丘

旭ヶ丘

※準特定優良賃貸住宅含む

肥田町肥田

下石町

土岐津町土岐口

駄知町大藪

土岐津町土岐口追沢（旧）

土岐津町土岐口追沢（新）

肥田町肥田

駄知町

西の洞

市営住宅適正化管理事業 資料３



古井市営住宅

場所：土岐津町土岐口

建築年：昭和 36～38年

西山市営住宅

場所：妻木町西山

建築年：昭和 35年

追沢市営住宅

場所：土岐津町土岐口

建築年：平成 10～11年



指標名 単位 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 達成 平成３７年度目標値

主
観
市民意識調査
『観光の振興』の満足度

％
12.5 21.8 22.9

× 30.0
20.9 13.0 20.2

客
観
観光入込客数
(総数) 千人

7,700 7,742 7,783
○ 7,950

9,672 9,601 9,289

客
観
観光入込客数
(アウトレット除く) 千人

2,287 2,310 2,332
○ 2,376

2,337 2,403 2,507

客
観
イベント来場者数 千人

671 677 684
× 709

431 419 510

施策

事業

市民や来訪者が本市の魅力を満喫できるよう、美濃焼をはじめとする産業・文化・歴史資
源を活かした観光、温泉を有効活用し自然や景観を活かした観光の振興を図ります。

観光拠点施設運営事業

事業費 16,728千円

実施内容
（平成３０年度）

土岐市観光協会に対し、「テラスゲート土岐まちゆい」内の
「土岐たび案内所」、「ギャラリーとき」、「アトリエとき」の管理
運営費として補助金を交付。
市内の観光案内機能の拡充を図った。

事業担当課
による評価

内容・手法等を見直して継続することが適当

施設のＰＲを含め来場者ヘの周知方法や情報発信の方法についても
見直していく必要がある。

外部評価委員
による評価

継続的な実施が必要 １
手法の見直しが必要 ３
有効でない １

土岐市観光協会に対する補助金交付を継続して実施
する。

五平餅イベントの際は、多くの来場者があったので、
継続するとともに、NEXCO中日本と協力して、集客対
策を実施する。

今後の事業内容（予定）

観光の振興

第六次 土岐市総合計画【外部評価】

※数値上段：年度目標値／下段：実績値

資
料

４



観光拠点施設運営事業

◆概要

 地域連携施設「まちゆい」

 NEXCO中日本が運営している地域を繋
ぐセレクトショップ。名称は、「まち」を

「結う」からきている。

 ・土岐市観光協会は、美濃焼を遊ぶ・学ぶ

といった体験できるコンテンツと、土岐

市を観る・食べる・買うといった観光案

内のコンテンツを展開

 ・NEXCOの部分は、中日本エリアの地域
産品を集めたセレクトショップを展開。

エリア内の新たな魅力を発見する楽し

さを提供している。

資料２

「土岐たび案内所」

カフェのような雰囲気の中で、くつろぎ

ながら土岐市の観光情報に触れ、また土

岐市のお土産などのショッピングを楽し

めます。

  ・土岐市観光協会に管理運営を委託して

いる観光案内所

  ・市の観光協会推奨品など市内の土産物

の販売とパンフレットの配布を実施し

ている。

資料５



観光拠点施設運営事業

「アトリエとき」

“土”本来のやさしい質感、味わいを感じられ

る陶芸体験施設です。

お客様が作られる形を大切にし、できる限り

変えないように仕上げを行い、発想まで最新の

注意をはらい、お手元までお届けします。

 色むらの表れやすい釉薬を選んでいるので、

色の流れや焼きの面白さを感じて頂けます。

・陶芸教室

電動ロクロ体験    手びねり体験        絵付け体験

     茶碗、湯呑など    マグカップ、箸置きなど   茶碗や小皿などに絵付け

                             小さい子におすすめです。

「ギャラリーとき」

  美濃焼を代表する作家から、若手の作家まで陶芸作品を中心に、個性あふれる展示会を

開催。多彩な作品を紹介するとともに、出会いと可能性を広げる場として提供している。

 ・土岐市観光協会、土岐市陶芸協会、美濃焼伝統工芸品組合が共同管理している。

 ・主に美濃焼の展示、販売を行う。

 ・昨年は、連続テレビ小説「半分、青い。」の作品展も展開した。
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外部評価実施にあたって 

 土岐市では、福祉や環境、防災や防犯といった私たちに身近な分野で、今後、どのような方向で事業

を実施していくのかを示し、「協働」を基本に、土岐市に関わるすべての人々が、共に理解し協力して

まちづくりをしていくために、総合計画を策定しています。 

 平成２８年度を始期とした第６次総合計画では、総合計画に基づいて実施される施策や事業について、

PDCA サイクルで進行管理をすることとしています。評価にあたっては、最終的にどうなることを目指す

かという「目標指標」を設定した進捗管理を行うとともに、施策・事業の担当課による評価だけでなく、

市民や有識者などの参画も含めて複合的な視点を取り入れた評価を行うこととしています。 

外部評価委員の皆さまによる市民目線のご意見をいただくことにより、選択と集中の考え方に基づき、

中長期的な視点からみた市の重要政策分野について重点的な対応を図り、効率的に施策や事業を推進し

てまいります。 

外部評価の進め方 

 総合計画での外部評価では、「基本目標・施策」に位置付けられる「実施計画事業」の有効性につい

て、外部評価委員の皆さまからのご意見をいただくこととしています。 

基本目標・施策 … 総合計画で示される「まちの将来像」の実現に向けて、各分野で取り組むま

ちづくりの基本的な方向性として、５つの基本目標、その下に３５の施策を掲げます。 

実施計画事業 … 基本目標、施策を達成するために実施した事業です。外部評価では、この事業

についての有効性を検証します。


